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Lはじめに
　当院透析室では週3回、月・水・金曜日、午前と午後の
2部で透析を行っている。透析終了後に使用される配管内
洗浄剤と洗浄方法は、今まで高濃度で比較的短時間での洗
浄を行っていた。洗浄剤と洗浄方法の変更で、同等または
それ以上の洗浄効果が得られないか、更に、コスト削減に
貢献できないか、それらの両方から検証を行った。
2．方法
　変更前と変更後の洗浄剤を比較する。どちらも次亜塩素
酸をベースとした洗浄剤で、変更前がド図1、左のアムテ
ックQC　70ST次亜塩素酸濃度6パーセント、9リットル
人り、価格15000円。変更後は、右の花王ダイアクリーン、
内容量9リットル、次亜塩素酸濃度が7パーセント、価格
13500円。濃度で1パー一一セント濃くなり、価格も1500円
安く購入できた。
　11三1の透析スケジュールは、透析前の透析配管内事前水
洗が、朝5時50分から始まり、7時20分から、透析液供
給装置内で透析液を作成する準備に入る。その後、作成さ
れた透析液を透析室配管内に充填させる、液置換を行う。
9時から透析が始まり、19時前後から透析終了後の事後洗
浄を行う。先程紹介した洗浄液は、この事後洗浄の工程内
で使用している（図2）。
　図3は上段がアムテックQC　70STを用いたIIヨ洗浄工程、
下段が花王ダイアクリーンを用いた新洗浄工程である。1日
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図1　新1日洗浄剤の比較
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図3変更前と変更後の洗浄パターン
洗浄工程は透析終了後に水洗40分、薬液洗浄60分、その
後340分の薬液封入を行い、90分の水洗を行う。そのと
きの薬液（QC　70ST）は0．05％で使用。新洗浄工程は透析
終了後に水洗40分、薬液洗浄60分、その後1800分の薬
液封入を行った。そのときの薬液（花王ダイアクリーン）
は0．025％で使用した。薬液を今までの半分の濃度に変更
し、封入時間を延長、更に事後洗浄時の水洗を省いた。洗
浄方法の薬液洗い流しは、透析開始直前90分の水洗のみ
とした。
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3．結果
①洗浄効果を比較
　配管内残留塩素は変更前変更後とも0．005ppm以下、細
菌の指標ともなるエンドトキシンも両者とも検出感度以
下であった。更に目視による配管汚れも、両者とも確認出
来なかった。洗浄剤と洗浄方法を、変えたことによる有意
差は全くなかった。
②使用水量と洗浄剤量の比較
　旧洗浄方法では1回当りの水量が1300リットル年間
202．8トン。新洗浄方法では1回当り400リットル、年間
62．・4トン。と大幅な削減が出来た。また、洗浄剤使用量
も、旧洗浄方法で1回当り2．75リットル、年間429リッ
トルから、新洗浄方法で1．38リソトル年間215リットル
と、ほぼ半分の使用量になった。
③年間ランニングコストの比較
　使用水料金が54756円から16848円。洗浄剤が762840
円から382200円。両方の合計差額で年間418548円の削減
につながった。
4．結論
　洗浄剤及び、洗浄方法を改善する事により、ランニング
コストは大幅に軽減でき、今までと同等の洗浄効果を発揮
する事が出来た。
